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会 議 次 第 

 

 

１ 開会 

 

２ 町長あいさつ 

 

３ 協議事項 

（１） 学校給食費の改定及び食育の推進について 

 

（２） 令和４年度主な総合計画計上事業について 

 

（３）その他 

 

 

４ 閉会
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協議事項 

（1） 学校給食費の改定及び食育の推進について
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【施設概要】                               

◆ 名 称 ： 足寄町学校給食センター 

◆ 所 在 地 ： 足寄郡足寄町里見が丘４番地４ 

◆ 建物構造 ： 木造平屋建 

◆ 敷地面積 ： ３，０６６.００㎡ 

◆ 建築面積 ： ９６３.４６㎡ 

◆ 延床面積 ： ９１３.６４㎡（給食センター905.39㎡、渡り廊下8.25㎡） 

◆ 調理能力 ： ９００食／日 

◆ 竣 工 ： 平成２７年３月 

       〔新施設による給食開始年月日：平成２７年４月９日（高校：平成２７年６月１日）〕 

 

【事業費】                                

◆ 総事業費 ： 782,698千円 

平成２５年度 実施設計 11,130千円 

平成２６年度 改築工事 721,224千円、備品等購入 19,340千円、外構設計 2,722千円 

平成２７年度 旧施設解体工事 10,908千円、外構工事 17,374千円 

◆ 財源内訳 ： 国庫支出金（学校施設環境改善交付金） 98,520千円 

町債（過疎対策事業債） 636,700千円 

一般財源 47,478千円 

 

【施設の特徴】                              

・ オール電化方式を採用（炊飯等一部ガス使用） 

・ フルドライシステムの導入 

・ 調理工程が一方通行の動きとなるよう機器を配置し、汚染区域と非汚染区域を明確に区分 

・ 軽くて安全なＰＥＮ（ポリエチレンナフタレート）樹脂製の食器を導入 

 

【給食概要】                              

◆（令和３年９月３０日現在）  

※ 学校給食費無償化事業の実施に伴い、平成２７年度から児童、生徒の学校給食費は無償。 

給食回数 年間１９５回 

給 食 費 

小学校：１食当たり２１７円 （年 ４２，３１５円） 

中学校：１食当たり２６５円 （年 ５１，６７５円） 

高 校：１食当たり２２５円 

給食構成 週：米飯２回 パン２回 麺１回 

給 食 数 

（教職員含む。） 

小学校（４校）３５９食 中学校（１校）１８９食 

高校（１校）１８４食 その他１２食  合計 ７４４食 
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◆ 職員構成 

事務２名、管理栄養士１名（足寄中学校栄養教諭兼務）、調理員６名（正職員１名、会計年度任用職

員５名） 

雑役３名（会計年度任用職員３名）、配送員３名 （会計年度任用職員３名〔建設課車両室配置〕） 

 

【足寄産食材の活用】                            

学校給食における足寄産食材の利用拡大を図るため、毎年１１月を「ふるさと給食月間」と定め、普及

啓発を行っています。（給食だより11月号） 
 
〔主な足寄産食材〕 

じゃがいも、人参、玉ねぎ、ミニトマト、ナス、豆類、長いも、ラワンぶき、 

とうもろこし、かぼちゃ、椎茸、羊肉、放牧牛乳、はちみつ 
 
 
 

【卒業記念リクエスト給食の実施】                      

 卒業を祝うとともに、学校給食の思い出づくりのため、義務教育を終える中学３年生を対象に「もう一

度食べてみたい給食」のアンケート調査を行い、毎年１・２月の献立に取り入れています。 

 

【食育指導】                                

 偏食、食物アレルギーなど児童・生徒への個別的な相談指導のほか、給食の時間や学校行事等の時間に

学校を訪問し、食に関する指導を行っています。 

本年度は新型コロナウイルス感染症対策による緊急事態宣言やまん延防止等重点措置の影響により、

１１月より町内小学校を給食の時間に訪問する予定です。 
 

令和３年度食育目標 

４月 準備・後片付けをきちんとしよう 

５月 正しい姿勢で食事をしよう 

６月 いろいろなものを食べてみよう 

７月 水分補給をしよう 

８・９月 味わって食べよう 

１０月 感謝して食べよう 

１１月 和食の配膳を覚えよう 

１２月 みんなで楽しく食べよう 

１・２月 かぜに負けない体をつくろう 

３月 １年間の反省をしよう 

※ 毎月配付している食育目標に沿って指導する。 
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【学校給食費の改定について】                        

１.改定の必要性 

本町の給食費は、平成21年度に世界的な原油価格の高騰を起因とする物価上昇を理由として見直しした以

来、令和3年までの13年間、食材価格が上昇するなか、献立の工夫や物資選定による食材費の抑制など、様々

な努力により学校給食費を据え置いたまま給食の提供を続けてきました。 

しかし、近年、主食費（ごはん・パン・麺など）や牛乳代の価格高騰が続いていることから、副食費（おか

ずや汁物、調味料など）を節減して対応してきましたが、その副食の食材費も上昇していることから、献立内

容を維持することが非常に困難な状況にあります。 

つきましては、児童生徒に栄養バランスのとれた安全・安心な学校給食を安定的に提供していくため、令和

４年4月からの学校給食費を改定します。 

 

2.学校給食費原材料費の推移 

食材価格の上昇率は平成22年４月と令和３年４月の主食・副食・牛乳を比較しました。 

主食 米3.84%、パン12.37%、麺21.91% 

副食 18.97% 

牛乳 23.56％ 

 

３.給食費に占める副食費の割合 

学校給食費は主食、副食、牛乳に分類することができ、主食、牛乳は基本的に毎日提供され、物価上昇分は

副食費を圧迫しています。 

小学生の副食費は平成２２年4月では139.86円が令和３年4月には126.85円、中学生では179.25円が165.30円

となり、副食に使用できる経費が減少しています。 

 

小学生 217円/食に占める費用の内訳     中学生265円/食に占める費用の内訳 

  

 

 

  

  

  

  

 

 

 

 

 

主な献立の工夫および影響 

①使用する食材を安価なものに変更（豚バラ肉→豚肩肉）・・食材の偏り 

②献立自体を安価なものに変更（ハンバーグ→豆腐ハンバーグ、コロッケ）・・献立の減少 

③単価の高い食材の使用量の削減（牛肉→豚肉）・・高価な食材の減少 

④デザート・果物の回数削減・・子どもの好きな献立の減少 



－ 7 － 

 

4.改定額(案)の算出について 

基本物資上昇の影響や諸物価の上昇等により年々減少している副食費を概ね前回改定時の水準に回復させる

ことについて以下のとおり算定改定額を算出します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現行価格での1ヶ月の賄材料費（1ヵ月を20食（米飯8食＋パン8食＋麺4食）で試算） 

5130.93円/20食＝256.55円≒256円（改定） 

改定価格256円/現行価格217円＝17.9%（改定率） 

 

中学生 
1月当たりの 

賄材料費 

1食当たりの 

賄材料費 

（現行） 

平成22年 

・令和３年 

価格上昇率 

現行の賄材料費

に価格上昇率を

乗じた額 

1食当たりの 

賄材料費 

（改定） 

主 食 984.80円   49.24円 10.87% 1091.85円 54.59円 

副 食 3585.00円  179.25円 18.97％ 4265.07円 213.25円 

牛 乳 730.20円   36.51円 23.56％ 902.20円 45.11円 

合 計 5,300円  265.00円 - 6259.12円 312.96円 

現行価格での1ヶ月の賄材料費（1ヵ月を20食（米飯8食＋パン8食＋麺4食）で試算） 

6259.08円/20食＝312.96円≒312円（改定価格） 

改定価格312円/現行価格265円＝17.7%（改定率） 

 

５.十勝管内の給食費の状況 

区分 小学生 中学生 

最高額 255円 305円 

最低額 217円 265円 

 

 

 

 

小学生 
1月当たりの 

賄材料費 

1食当たりの 

賄材料費 

（現行） 

平成22年 

・令和３年 

価格上昇率 

現行の賄材料費

に価格上昇率を

乗じた額 

1食当たりの 

賄材料費 

（改定） 

主 食 812.60円   40.63円 10.87% 900.93円 45.05円 

副 食 2797.20円  139.86円 18.97％ 3327.83円 166.39円 

牛 乳 730.20円   36.51円 23.56% 902.20円 45.11円 

合 計 4,340円  217.00円 - 5130.96円 256.55円 
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６.給食費の改定案 

現在、賄材料費は学校給食費に加算し特別献立として年間1人あたり500円、ふるさと給食献立として小学

生12円／食、中学生15円／食、平成２６年度消費税の税率が５→８％に引き上げられた時より、上昇分３％

を町が負担しています。 

今回の学校給食費値上げについては、約18％の値上げが必要との試算結果となりましたが、町が負担する特

別献立・ふるさと給食費（小学生15円/食・中学生18円/食）を除いた額を改定します。 

※町補助   

小学生 ふるさと給食12円×195食＋特別献立500円÷195食＝14.56円≒15円 

中学生 ふるさと給食15円×195食＋特別献立500円÷195食＝17.56円≒18円 

高校生 中学生の改定価格から牛乳価格を除いた額  294円－牛乳45円＝249円 

 

【現在の学校給食費】         ⇒【改定後の学校給食費】  
1食当たりの

単価 

（参考）年間学校 

給食費 

1食当たり 

の単価 

（参考）年間学校 

給食費 

小学生 217円 42,315円（195食） 241円（24円増） 46,995円（4,680円増） 

中学生 265円 51,675円（195食） 294円（29円増） 57,330円（5,655円増） 

高校生 225円 38,250円（170食） 249円（24円増） 42,330円（4,080円増） 

なお、平成27年から実施の足寄町学校給食費無償化事業補助金により児童・生徒の保護者負担はありま

せん。 

 

７.改定時期 

令和4年4月 

 

８.改定までのスケジュール 

令和3年10月 学校給食センター運営委員会諮問・答申 

11月 定例教育委員会に報告 

   町議会町議会文教厚生常任委員会に報告 

12月 町議会行政報告第4回定例議会にて教育委員会行政報告 

令和4年1月 足寄町学校給食費負担金徴収に関する規則の一部改正 

３月 保護者周知 

区分 
現行の 

学校給食費 

①改定率（18％）を

乗じた額 

②町補助 

（ふるさと給食・

特別献立） 

令和4年4月からの学

校給食費 

①－② 

現行価格か

らの増加額 

小学生 
217円 

（管内18位） 
256円 15円 

241円 

（管内6位） 
24円増 

中学生 
265円 

（管内18位） 
312円 18円 

294円 

（管内4位） 
29円増 
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（2） 令和４年度主な総合計画計上事業について 

単位：千円 

所 管 事 業 名 事 業 内 容 事業費 

教育総務室 校舎等施設整備事業 螺湾小学校の校舎及び体育館の屋

根・外壁などの外部改修 

34,698 

 教育機器整備事業 足寄中学校校務用パソコンの更新 3,500 

 学校施設空調設備整備

事業 

へき地 3校の保健室に空調設備を

設置 

3,300 

 足寄高等学校海外研修

派遣事業 

高校 1年生を本町の姉妹都市であ

るカナダ・アルバータ州ウェタス

キウィン市へ派遣 

※新型コロナウイルス感染症の影

響により令和 3年度中止となっ

たことから、令和 4年度は 2年

生及び 1年生を派遣 

46,000 

生涯学習室 総合体育館・温水プー

ル長寿命化改修事業 

温水プールの内部改修 

（採暖室ベンチ、健康プール・外

壁ブロック目地の改修） 

13,691 

※ 事業費が大きな主な計画 
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（3） その他 



令和３年度 第 3学年 進学合格者・就職内定者数 
【延べ数】（１２月１０日現在） 

＜進学＞ 

【４年制大学】 

（国公立大学） 

●釧路公立大学……………………………１名 

●名寄市立大学……………………………１名 

 

（私立大学） 

●亜細亜大学………………………………１名 

●北海学園大学……………………………１名 

●北海道千歳リハビリテーション大学…１名 

●北海道情報大学…………………………１名 

●星槎道都大学……………………………１名 

 ●酪農学園大学……………………………１名 

 

【短期大学】 

●帯広大谷短期大学………………………１名 

 

 

 

 

【専門学校・各種学校】 

（看護学校） 

●帯広高等看護学院………………………１名 

 

（その他） 

●札幌ブライダル＆ホテル観光専門学校… １名 

●帯広コア専門学校………………………１名 

●くしろこども専門学校…………………１名 

●北海道ハイテクノロジー専門学校……１名 

●札幌リハビリテーション専門学校……１名 

●北海道ファッション専門学校…………１名 

●ヒューマンアカデミー札幌校…………１名 

＜就職＞ 

（公務員） 

●北海道職員………………………………１名 

●芽室町職員………………………………１名 

●豊頃町職員………………………………１名 

 

（民間企業） 

●足寄町社会福祉協議会…………………３名 

●斉藤井出建設株式会社…………………２名 

●道東建設工業株式会社…………………１名 

 ●米川木材株式会社………………………１名 

●ナガイ産業合同会社……………………１名 

●株式会社柳月……………………………２名 

●六花亭製菓株式会社……………………１名 

●株式会社十勝大福本舗…………………１名 

●株式会社共成レンテム…………………１名 

●株式会社安岡自動車工業………………１名 

●公益財団法人北海道医療団……………１名 

●十勝いけだミートパッカー株式会社…１名 

●株式会社ＴＨＥＤＡＹ…………………１名 

●株式会社ＥＮＥＯＳウイング北海道支店 ……１名 

●株式会社北翔……………………………１名 

 

 

 

 

  

  

 


